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開会 
時  刻 午後３時３０分 

宣 言 者 委員長 

付議事件 

（７件） 

議案番号 件       名 

議案第 15 号 平成２６年９月議会定例会の議案について 

議案第 16 号 教職員の人事措置について 

議案第 17 号 
教育委員会の事務の管理及び執行状況に関する点検・評

価の議会報告について 

議案第 18 号 
潟東東小学校，潟東西小学校及び潟東南小学校の統合に

ついて 

議案第 19 号 新潟市立図書館条例施行規則の一部改正について 

議案第 20 号 
平成２７年度使用新潟市立高等学校用教科用図書採択

について 

議案第 21 号 
平成２７年度使用新潟市立高志中等教育学校後期課程

用教科用図書採択について 

報告 

（１件） 

記  号 件       名 

 平成２６年度新潟市奨学生等の選考結果について 

協議題 

（０件） 

記  号 件       名 
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第１ 開会宣言 

○委員長  午後３時３０分開会を宣言する。 

 本日の定例会は眞谷委員より欠席の連絡を受けております。

また，本日，報道関係者より委員会を撮影及び録音したい旨，

申し出がありますが，これを許可することに異議はありません

でしょうか。 

 よろしければ，許可することで決定します。 

第２ 会議録署名委員の指名 

○委員長  新潟市教育委員会会議規則第１１条により，会議録署名委員

に沢野委員及び吉村委員を指名します。 

第３ 付議事件  

○委員長  これより付議事件に入ります。議案第 15 号「平成 26 年９月

議会定例会の議案について」は市議会議案等の公表前であり，

また，議案第 16 号「教職員の人事措置について」は，人事案件

であることから非公開としたいと思いますが，異議はありませ

んでしょうか。 

 よろしければ，報告案件の終了後，非公開案件として再開し

て審議いたします。 

 議案第 17 号「教育委員会の事務の管理及び執行状況に関する

点検・評価の議会報告について」，教育総務課長に説明をお願い

します。 

○教育総務課長  地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定により，毎

年，事務の管理及び執行状況について点検・評価を行い，その

報告書を議会に提出することが義務づけられております。 

報告書の内容については，７月の協議会で審議いただきまし

たが，記載内容に誤りがありましたので修正しました。施策の

４－（４）ノーマライゼーションの推進の６行目が「発達障が

いの理解を図るため，講座を２回開き」となります。ほかに修

正はありません。９月市議会定例会にこの報告をするとともに，

ホームページに掲載し広報する予定です。 

○委員長  今の説明について，質問，意見はありますか。前回の協議会

で説明がありましたが，改めて質問がある方はいらっしゃいま

すか。 

○織田委員  先日，中央区教育ミーティングで，自治協議会委員から，会

議録の公表に非常に時間がかかっている，内容が全部ではなく

て概要なのではないか，また，公表されたものを見てもよく分

からないというような発言があったように記憶しています。 

私自身は，ホームページにはきちんと会議の発言のとおりに

掲載されていると感じていたのですが，市民の方がご覧になる
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場合に，これは抜粋ではないかという誤解を受けるようなこと

があったのではと心配しております。 

 一つは，速やかにとここに記されているのですから，できる

だけ早く，会議が終わってからあまり時間を経ないでホームペ

ージにアップできるように，今までもそうして努力していただ

いていたとは思うのですが，今後もその点に気をつけていただ

きたいと思います。 

さらには，会議の内容がもれなく掲載されているということ

を，改めてホームページ等でアピールしていただけると市民の

方々の理解が広がるのではないかと感じましたので，ここで一

言申し述べさせていただきました。よろしくお願いいたします。

○教育総務課長  会議録は，速やかに公表できるよう作業を進めております。

今後も，正確さを損なわないよう，できるだけ早くしていきた

いと思います。 

○委員長  中央区の教育ミーティングには私も参加し，そのときに申し

上げたのですが，会議録は決して省略しているものではなくて，

全部録音を取って一言一句紹介されています。地域の代表の方

からの意見ですから，これは抜粋ではないということを，しっ

かり告示されたほうがいいと思います。 

速やかに公表し，また，抜粋ではないということをホームペ

ージで確認していただけるように，私からも改めてお願い申し

上げます。 

 ほかにいかがですか。よろしいですか。それでは，議案第 17

号について承認してよろしいでしょうか。 

 議案第 17 号は承認されました。 

 続きまして，議案第 18 号「潟東東小学校，潟東西小学校及び

潟東南小学校の統合について」，教育総務課長に説明をお願いい

たします。 

○教育総務課長  潟東地域の小学校統合の要望については，要望書の提出を受

け，６月定例会でその内容と地域での協議の経過を報告いたし

ました。本日は，潟東の小学校３校を統合することについて審

議いただき，教育委員会として方針の決定をお願いするもので

す。 

本議案は潟東東小学校，潟東西小学校，潟東南小学校の適正

配置について，１点目，３校を閉校し新たな小学校を開校する。

２点目，統合の時期は平成 28 年４月とする。これにより統合を

進めるというものです。この２点については，要望書のとおり

となっております。 

また，統合が決定されましたら，統合校の位置を改めて決定

し，その後，校名の決定や統合校を設置するための新潟市立小
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学校条例の一部改正，通学区域の決定など，教育委員会で審議，

決定をいただくことになります。 

○委員長  この件に関して，意見，質問はありませんか。 

 ありませんか。それでは，議案第 18 号について承認してよろ

しいでしょうか。 

 議案第 18 号は承認されました。 

 続きまして，議案第 19 号「新潟市立図書館条例施行規制の一

部改正について」，中央図書館企画管理課長に説明をお願いいた

します。 

○中央図書館企画管

理課長 

 改正内容については，４月の教育委員会協議会で説明したと

おりです。 

現在，小須戸地区図書室は小須戸地区公民館内にありますが，

平成27年４月，隣接地に小須戸まちづくりセンターが建設され，

そちらに移転する予定です。地区図書室の所在地は，新潟市立

図書館条例施行規制で定めており，住所が変わるために一部改

正が必要となります。 

 具体的には，施行規則の別表第１で小須戸地区図書室の位置

を新潟市秋葉区小須戸 117 番地１から新潟市秋葉区小須戸 120

番地１に改めるということです。 

 小須戸地区図書室の移転については，平成 27 年２月中旬頃か

ら準備に入り，小須戸まちづくりセンターが開設される４月１

日に合わせて図書室も開設したいと考えておりますので，規則

施行日は平成 27 年４月１日です。 

○委員長  ありがとうございました。 

 意見，質問などありませんか。 

○伊藤委員  新旧対照表の，現行と改正後の地番が逆です。 

○中央図書館企画管

理課長 

 申し訳ありません。現行が 117 番地 1 です。訂正いたします。

○委員長  誤りの箇所について，どこを訂正すればよいか説明してくだ

さい。地番が間違えているのですか。 

○中央図書館企画管

理課長 

 はい。地番が間違えています。施行規則別表第１で小須戸地

区図書室の位置は，新潟市秋葉区小須戸 117 番地１が現行です。

そして，改正後は小須戸 120 番地１となります。 

○委員長  そのほか，意見，質問はありませんか。 

 それでは，議案第19号について承認してよろしいでしょうか。

 議案第 19 号は承認されました。 

 続きまして，議案第 20 号「平成 27 年度使用新潟市立高等学

校用教科用図書採択について」，議案第 21 号「平成 27 年度使用

新潟市立高志中等教育学校後期課程用教科用図書採択につい

て」は関連がありますので，一括して審議をいたします。学校
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支援課長に説明をお願いいたします。 

○学校支援課長  議案第 20 号及び議案第 21 号について，一括して説明いたし

ます。なお，各教科用図書については，５月の教育委員会定例

会で承認いただいた「平成 27 年度使用新潟市立高等学校用教科

用図書採択に関する基本方針及び平成27年度使用新潟市立高志

中等教育学校後期課程用教科用図書採択に関する基本方針」に

基づき，各学校がそれぞれ調査研究を行い，教科書の内容，配

列，文量，図表，写真，資料の見やすさなどを比較検討したう

えで，自校の生徒の実態に適したものを校長が選定したもので

す。 

 はじめに，万代高等学校の選定結果についてです。万代高等

学校は全日制普通科及び英語理数科，それぞれの学科やコース

の目的を踏まえて選定が行われています。 

 次に，明鏡高等学校の選定です。明鏡高等学校は定時制普通

科の午前部と夜間部，それぞれの目的を踏まえて選定が行われ

ております。 

 続きまして，高志中等教育学校後期課程，つまり４年生から

６年生用の教科用図書の選定結果についてです。高志中等教育

学校は中高一貫教育校という特性を踏まえた選定結果となって

おります。なお，高志中等教育学校後期課程では高等学校用教

科書を使用するため，需要学年については高等学校の学年に合

わせ，高等学校１年，２年，３年生用と記載しておりますが，

それぞれ中等教育学校の４年，５年，６年生用となります。 

○委員長  この件に関しては，本日欠席の眞谷委員を含めた教育委員全

員が，選定された教科書を閲覧し，専門の方から意見を聞き，

質問する時間を先日事務局から設けていただきました。 

今の説明を受けて，各委員から意見や質問を伺いたいと思い

ますが，よろしくお願いいたします。 

○沢野委員  委員長がおっしゃったように，説明を受けながら選定された

教科書を拝見いたしました。各学校の特色に合わせ，先生方が

本当に吟味されて選ばれていたと感じましたので，選定された

ものでいいのではないかと思います。 

○織田委員  同意見です。各学校にはそれぞれの特色があると思います。

その特色に合わせて生徒が教科書を使用しやすいように，先

生方が丁寧に選ばれたということがよく分かりました。 

また，この選定理由の説明も非常に細かく記載されています

ので，それだけでも理解することができたのですが，先日，実

際に教科書を見せていただくことでより選定理由がはっきり分

かりました。よく吟味された選定であったと感じました。 

○伊藤委員  実際に高等学校の教科書を手にとり，説明を受けながら拝見
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しました。高等学校については教科書が有償であるとか，どの

ような内容かということを考えながら見ました。 

それぞれの学校の特色に応じて情報量が多く，中身の大変濃

い教科書であり，学習が充実することを目的として選ばれたと

いうことが理解できましたので，このとおりでよろしいと思い

ます。 

○吉村委員  要望を含めて１点お話しさせてもらいます。今ほどの委員の

方々のお話のとおり，新潟市の立場や各学校の生徒の実態に応

じて非常によく検討し，整理されて選定されたと感じました。

義務教育と違い，高等学校あるいは後期課程の場合には，校

長，各学校が基本の選定作業をやるということですが，このこ

と自体について問題を提起するものではありません。学校によ

っては，調査検討するスタッフの数が必ずしも潤沢でないとい

うことが考えられるわけです。そういうことで不都合が生じな

いように事務局も支援をしていると思いますが，教育委員会で

も支援し，検討してもらうということを常に念頭に置かなけれ

ばなりません。私自身が反省材料として思いました。 

今後もこの形式でいいと思いますので，各学校の状況に応じ

た支援体制を作らなければいけないことを忘れてはならないと

思いました。 

○委員長  ありがとうございました。現場からは，直接声を上げにくい

部分であると思います。それをフォローする体制，あるいは姿

勢というものを常に持ち，選定にあたるということを私からも

要望したいと思います。 

○佐藤委員  全体的に各委員の意見と一緒です。高校卒業後，すぐに社会

に出られる方もいると思いますが，そういう中では商業や家庭

のような専門的な教科書が，非常に実践的で充実した内容にな

っており，とてもいいものを選択してもらったと思いました。

○藤田委員  皆さんと同じ意見です。特に，選択教科の教科書がどれも選

択したくなるような五感に響くようなものだったと感じまし

た。各学校の先生が生徒を育てるために，それぞれの状況の中

で生徒に合ったものを選んでくださっていると思いました。 

○委員長  私も皆さんと同意見であります。 

教科書を拝見すると，その学校の目指しているものや特色な

ど，そういうものが改めて認識できたような気持ちです。 

 皆さんの意見を伺っていますと，第 20 号及び議案第 21 号に

ついて承認してよろしいのではないかと思いますが，いかがで

しょうか。（「異議なし」との声） 

議案第 20 号及び議案第 21 号について承認されました。 

第４ 報 告  
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○委員長  これより報告案件に入ります。「平成 26 年度新潟市奨学生等

の選考結果について」，学務課長に説明をお願いします。 

○学務課長  新潟市奨学金と社会人奨学金の募集につきましては，市報に

いがたやホームページ等に掲載して広報するとともに，学校や

各区の教育支援センターに募集要項を配置して，６月９日から

７月 11 日まで受け付けを行いました。 

 はじめに，奨学生候補者選考に際し意見をいただくために，

新潟市奨学生等選考委員会を８月 12 日に開催し，候補者を決定

いたしました。 

 次に，選考結果についてです。新潟市奨学金では，高等学校，

専門学校，短期大学，大学，大学院合わせて 125 人募集のとこ

ろ 96 人の申請がありました。この内，学力基準を満たさなかっ

た大学の一人を除いた95人を奨学金貸付の候補者といたしまし

た。大学の学力基準については，１年生の場合は高等学校の成

績の平均点が５段階評価で 3.5 以上となっております。この学

力基準に達していなかった方については，結果通知の際に併せ

て，在学中の成績で来年度改めてまた申請ができることをお知

らせしました。 

 次に，社会人奨学金では，８人募集のところ８人の申請があ

りました。全員基準に達しておりましたので，奨学金を貸し付

ける候補者としています。選考の結果については，８月 13 日に

郵送でそれぞれ通知をいたしました。誓約書等の提出を受けた

後，初回貸し付けは９月 19 日予定となります。 

○委員長  意見，質問などありませんか。 

○伊藤委員  お一人は残念でしたが，学びたいという方たちの願いのため

にもとても大切な制度だと思います。より学びたいという市民

の方への支援は大事だと思いますので，これからも充実させて

いただければと思います。 

○委員長  ほかにいかがですか。よろしいですか。ありがとうございま

した。 

第５ 次回日程  

○委員長 次回の日程について説明を求める。 

○教育総務課長 では，これから日程の報告をいたします。 

 ９月定例会は９月３０日火曜日午後３時３０分から，１０月

定例会は１０月２９日水曜日午後３時３０分から，１１月定例

会は１１月２０日木曜日午後３時３０分より予定しておりま

す。 

○委員長 では，これで定例会を一旦終了いたします。傍聴人，報道関

係の方は退席ください。事務局も両教育次長，教育総務課長，

生涯学習課長，中央公民館館長，教職員課長，教育総務課事務
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 局を除いて全員退席をお願いいたします。 

第６ 付議事件  

○委員長  これより付議事件に入ります。議案第 15 号（１）「新潟市青

少年三川自然の森条例の廃止について」，生涯学習課長に説明願

います。 

○生涯学習課長  この施設は，自然の中で野外活動や集団生活を通じて社会性

や協調性を培う場として，昭和 56 年に旧三川村，現在の阿賀町

に開設したキャンプ場です。 

廃止の理由については，市町村合併により市内に類似施設が

増え，近隣にも同様の施設があることから，活動の場は確保さ

れております。そのため，利用者の数が減少し，ピーク時には

年間１万 7,000 人ほどの利用が，近年は 10 分の１以下の 1,000

人台で推移しており，運営経費が相対的に高額となっておりま

す。 

平成 18 年度から指定管理者を導入し，自主事業などで工夫し

ていただいておりますが，利用者減少に歯止めがかからない状

態です。また，開設から 30 年以上経過し，施設や設備が老朽化

しているため，維持改修に高額な費用が必要となります。市民

のニーズにこたえるためにはさらに多額の費用がかかります

が，利用者数の増加がそれほど見込めない状況です。 

以上の理由及び現在の指定管理期間が平成26年度末となって

いることから，平成 26 年度末で青少年三川自然の森を廃止し，

それに伴い，設置条例を廃止するものです。 

○委員長  この件に関しては以前に報告がありましたが，佐藤委員の着

任前と記憶しております。佐藤委員も含めて，改めて意見，質

問をお願いいたします。 

  （「異議なし」との声） 

○委員長  続いて，同じく議案第 15 号（２）「新潟市公民館条例の一部

改正について」，中央公民館長より説明をお願いします。 

○中央公民館長  ７月 29 日の協議会で説明したものです。 

はじめに，丸潟公民館の廃止についてです。曽野木地区公民

館の分館である丸潟公民館は，旧丸潟小学校の跡地に昭和 54 年

に建設されて以来，約 30 年以上経過しており老朽化が進んでい

るとともに，利用も非常に少ない状態です。このたび，地元の

同意が得られましたので，平成 27 年４月１日をもって公民館を

廃止することといたします。 

 次に，小須戸地区公民館についてです。小須戸地区公民館は

現在の場所に設置されて以来，約 40 年が経過し老朽化が課題と

なっておりました。合併建設計画でまちづくりセンターが新設
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され，出張所やまちづくりセンターなどの施設が公民館と同じ

場所に集約されます。施設整備に伴い，小須戸地区公民館事務

室は出張所とワンフロアに配置するとともに，貸し館機能をま

ちづくりセンターに集約します。なお，公民館の主催事業はま

ちづくりセンターを活用し，より一層充実を図るとともに，ま

ちづくりセンターとの共同事業を積極的に行い，各施設と協力，

連携して社会教育活動の活性化及びまちづくりを支援していき

ます。 

以上のことから，関係する規定を改正するものです。小須戸

地区公民館の所在地の住所を変更するとともに，小須戸地区公

民館料金表を削除します。 

 なお，丸潟公民館に関係する条例改正の施行日は平成 27 年１

月１日，小須戸地区公民館に関係する条例改正の施行日は平成

27 年４月１日です。 

○委員長  この件に関しても事前に説明を受けています。改めて意見，

質問はありませんか。 

 それでは，議案第 15 号の（１），（２）いずれも承認してよろ

しいでしょうか。 

 ありがとうございました。いずれも承認されました。 

 生涯学習課長，中央公民館長は退席をお願いします。 

（非公開案件） （付議事件 

議案第１６号「教職員の人事措置について」審議し，可決す

る。） 

第７ 閉会宣言  

○委員長 午後５時００分，閉会を宣言する。 

  

以上，会議のてん末を承認し，署名する。 

  

署名委員  

  

署名委員  

  

 


